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建築用材 土木建設用材

木箱仕組板こん包用材 家具建具

その他 木材生産量

現状と課題

具体的な取組方法

○ 様々な用途での県産材需要の拡大
非住宅分野への県産材利用を推進するため、広く県民が利用する施設等の木造・木質化、身近な生活用品等

をプラスチック・金属製品から木質製品への代替を進めるための製品開発や販路開拓の支援などを実施する
とともに、信州ウッドコーディネーターによる都市部を中心とした県産材製品の販路拡大を図ります。

○ 木質バイオマス生産・利用の推進
公共施設や発電施設における利用に加え、地域内で完結する比較的小規模なエネルギー利用を実現するため、

木質バイオマス供給・利用施設の整備や、循環利用の仕組みづくりを支援します。

○ 安定的な供給体制の確立

信州ウッドコーディネーターを配置し、木材加工事業者における水平連携や、川上から川下までの垂直連携
をサポートするとともに、事業者の営業力強化などを図ります。また、木材加工施設等の整備を支援します。

施策体系

流通体制整備対策として、信州ウッドコーディネーターを配置し、販路開拓やマッチング、連携体制の構築を
推進し、利用促進対策として、民間施設の木造・木質化や木の調度品の設置支援や個人向けペレットストーブ等
の導入支援などを行い、県産材の需要を拡大するとともに、安定供給対策として製品開発支援や木材加工流通施
設等の導入支援などを行い、安定的な木材製品の供給を推進します。

○
県
産
材
の
流
通
体
制
整
備

都市部自治体

製材工場 木材加工工場

素材生産者

原木供給者（川上）

製品供給者（川中）

需要者（川下）

建築士・工務店

木材市場

県民(戸建住宅)

民間企業

○信州健康ゼロエネ住宅の普及促進
（建設部）

○あたりまえに木のある暮らしの推進

○木質バイオマス循環利用の普及促進

○ウッドチェンジの普及促進

○木材産業の循環成長対策

○地域木材産業の活性化推進

○主伐・再造林の加速化

○人材の確保・育成

○生産基盤の整備

○ 近年、木材生産量は541千m3（H29）から625千m3（R3）と増加して
いますが、県内の製材品出荷量は116千m3（H29 ）から109千m（R3）
へ減少しています。

○ コロナ禍による木材需要の落ち込みやウッドショックによる需給のひっ
迫などの急激な社会変化に左右されにくい木材流通体制や非住宅分野にお
ける木造化の推進に伴う、県内外集成材工場や大手ビルダーからの県産材
ラミナやJAS製品等の大型需要への対応が求められています。

○ 安定的な県産材の供給体制の構築を図るため、県産材の加工・流通、木
質バイオマス利用促進に係る事業体への支援や川上から川下までの事業者
同士の水平・垂直連携への支援が必要です。

○ 品質の確かな県産材製品を製造し、今後需要の見込まれる非住宅分野へ
の活用に加えて、県産材製品等の利用拡大を通じて地域へ利益を還元する
ことが求められています。

○ 加えて、拡大した県産材需要を安定的なものとするため、住宅分野に加
え非住宅分野での県産材利用推進や、暮らしに木を取り入れ、生活用品等
をプラスチック・金属製品から木質製品への代替を進めることが必要です。

（単位：千m3）

図32 本県の木材生産量及び
製材品出荷量の推移

【施策体系のイメージ】

④ 県産材の安定的な供給体制の確立
⑤ 様々な用途での県産材需要の拡大

持続的な木材供給が可能な森林づくり

（単位：千m3）

製
材
品
出
荷
量

木
材
生
産
量

（単位：年）
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トピックス

「信州ウッドコーディネーター」とは？

信州ウッドコーディネーターは、県から依頼を受けて、都
市部における販路拡大や商談の場の創出などを行うとともに、
木材加工事業者における水平連携や川上から川下までの垂直
連携をサポートする民間の人材です。
それぞれのコーディネーターの経験・知識や人脈を活かし、

安定した県産材の流通体制の構築を目指します。

事業者間の契
約・協定締結、
連携体制を
サポート

信州ウッドコーディネーター

水平連携の事例 ○県外集成材工場向け県産材ラミナ供給型
▶県内外の集成材工場からの定期的な県産材ラミナの需要に対して県内の製材工場
が連携して供給

信州ウッドコーディネーター

④集荷トラックを依頼

製材工場A

①生産依頼

県外集成材工場C

②生産依頼

③納期を報告

②生産依頼

③納期を報告

製材工場B

垂直連携の事例
○地域密着型

▶地域の工務店と製材工場が連携して、
県産材を活用した住宅を供給

施主

④県産材を供給③県産材を
調達

②部材を発注 ⑤県産材製品を供給

①住宅を契約 ⑥県産材住宅を供給

工務店D

製材工場E

素材生産者

（単位：千円）Ｒ５（2023）主な事業内容及び予算

事業名 事業内容 事業主体 予算額

ウッドもっとつなぐ事業

信州ウッドコーディネーターを配置し、都
市部を中心に県産材製品の販路拡大を図る
とともに、木材加工事業者における水平連
携や、川上から川下までの垂直連携を支援

県 7,000

あたりまえに木のある暮らし
推進事業

広く県民が利用する施設等の木造・木質化
の支援・推進、子どもが参加する木工教室
や木工工作に関するコンクールの開催を支
援、県産材の普及啓発活動

民間事業者等 40,000

木質バイオマス循環利用普及
促進事業

市町村が実施する個人向けペレットストー
ブの導入支援、県産木質バイオマス循環利
用の普及啓発活動

市町村
県

6,922

ウッドチェンジ普及促進支援
事業

ウッドチェンジを進めるための新たな県産
材製品の改良・開発や販路開拓を支援、信
州ウッドチェンジ製品の普及啓発活動

民間事業者、
団体等 12,000

木材産業循環成長対策事業
木材加工流通施設や木質バイオマス利用促
進施設の整備を支援

市町村､森林組合､
民間事業者等 152,688

計 218,610

県産材製品の需要を拡大するため、「ウッドチェンジ」に繋がる製品開発等を支援するウッドチェンジ促進
支援事業を活用して開発された製品のこと。
※「ウッドチェンジ」とは、身の回りのものを木に変える、暮らしに木を取り入れる、建築物を木造・木質化するなど、木の利用を通じ
て持続可能な社会にチェンジする行動のこと。

●信州ウッドチェンジ製品の例

【県産材を使ったテント】 【県産材を使ったVRゴーグル】

「信州ウッドチェンジ製品」とは？

「ウッドチェンジ」ロゴマーク【県産材２×４規格材】


